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輪謙
豊
郷
出
張
所
か
ら
長
岡
街
道
を

上
戸
祭
方
面
に
一
キ
。
ほ
ど
行
く
と
、

丘
陵
の
斜
面
を
く
り
ぬ
い
た
数
多

く
の
横
穴
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ

が
長
岡
百
穴
古
墳
で
す
。
実
際
の

穴
の
数
は
五
十
ほ
ど
で
、
古
墳
時

代
末
期
の
お
墓
で
す
。

「
ほ
と
ん
ど
の
穴
の
奥
に
は
、

室
町
時
代
ご
ろ
の
作
と
い
わ
れ
る

観
音
像
が
刻
ま
れ
、
穴
と
像
に
は

弘
法
大
師
に
ま
つ
わ
る
伝
説
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
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「長岡百穴古墳」

長岡町木村玄吉さん
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